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１
．畳
文
化
の
維
持
、継
承
・
発
展
に
向

け
て
の
イ
業
振
興
の
特
別
立
法
の
制
定

に
つ
い
て

【
質
問
】　
日
本
の
伝
統
で
あ
る
イ
グ

サ
・
畳
文
化
の
維
持
、継
承
、発
展
に
は
、

国
の
法
整
備
な
く
て
は
到
底
な
し
得
な

い
。お
茶
、花
卉
は
振
興
に
関
す
る
法
律

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。特
別
立
法
の
制
定

に
つ
い
て
、知
事
の
見
解
を
求
め
る
。

【
答
弁（
知
事
）】　
本
県
は
、多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
、国
内
唯
一
の
産
地
。最

近
は
、機
械
導
入
、新
品
種
の
導
入
な
ど

に
よ
り
農
家
所
得
が
向
上
、明
る
い
兆

し
が
見
え
て
き
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、

制
定
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
者
、産
地
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。制
定
に
は
、

国
民
の
幅
広
い
理
解
と
賛
同
が
重
要
、

国
へ
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、チ
ー
ム
熊

本
を
初
め
、地
元
産
地
や
全
国
の
関
係

業
界
・
団
体
と
一
体
と
な
り
機
運
醸
成

に
努
め
て
ま
い
る
。

2
．県
民
の
生
命
線
と
も
い
え
る
第
一
線

堤
防
で
あ
る
海
岸
保
全
施
設
の
強
化
に

つ
い
て

⑴
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
堤
防
の

復
旧
状
況

⑵
大
規
模
な
自
然
災
害
に
備
え
て
の
堤

防
の
防
災
対
策

【
答
弁（
農
林
水
産
部
長
）】　
⑴
農
地

海
岸
に
つ
い
て
、7
海
岸
で
発
災
直
後
か

ら
復
旧
が
進
め
ら
れ
、本
年
3
月
ま
で

に
八
代
海
沿
岸
4
海
岸
が
完
了
。有
明

海
沿
岸
3
海
岸
は
、本
年
8
月
完
了
予

定
。⑵
高
潮
や
波
浪
の
対
策
に
つ
い
て
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
の
整
備
を
進

め
、全
延
長
の
約
9
割
で
対
策
完
了
。平

成
31
年
度
ま
で
に
新
た
な
高
潮
浸
水
想

定
区
域
図
を
作
成
す
る
。八
代
海
沿
岸

の
農
地
海
岸
堤
防
に
つ
い
て
は
、現
在
、

耐
震
調
査
中
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
も

踏
ま
え
、緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
国
と

連
携
し
防
災
対
策
に
取
り
組
む
。

【
答
弁（
土
木
部
長
）】　
⑴
土
木
部
所

管
の
5
海
岸
が
被
災
。3
海
岸
は
、昨
年

度
に
復
旧
。残
る
2
海
岸
は
、本
年
8
月

ま
で
に
完
了
予
定
。⑵
高
潮
へ
の
対
策

は
、全
延
長
の
約
9
割
で
完
了
。地
震
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、平
成
24
年
度
か

ら
、海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
対
象

に
耐
震
性
に
関
す
る
調
査
を
実
施
引
き

続
き
、緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

3
．ア
ジ
ア
に
拓
く
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し

て
の
八
代
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

⑴
国
際
的
な
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
拠
点

の
形
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み
状
況

⑵
く
ま
モ
ン
ロ
ー
ド
構
想
の
推
進

【
質
問
】　
⑴
国
際
的
な
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
拠
点
の
形
成
に
向
け
、①
C
I
Q

施
設
整
備
②
集
客
施
設
の
運
営
主
体
、

③
そ
れ
以
外
の
敷
地
の
整
備
計
画
の
方

向
性
に
つ
い
て
。⑵
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、八
代
港
か
ら
市
中
心
部
に
か
け
て
、

く
ま
モ
ン
ロ
ー
ド
整
備
へ
の
県
の
取
り

組
み
。以
上
に
つ
い
て
、知
事
の
考
え
を

尋
ね
る
。

【
答
弁（
知
事
）】　
⑴
①
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、2
0
2
0
年
3
月
末
ま
で
に
、ロ
イ

ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン・
ク
ル
ー
ズ
社
が
整

備
。県
も
、ス
ム
ー
ズ
な
入
国
が
可
能
と

な
る
よ
う
、関
係
者
等
で
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
。②
整
備
と
管
理
運

営
は
同
社
が
主
体
。③
同
社
は
、2
年
後

の
供
用
開
始
ま
で
に
、お
も
て
な
し
ゾ
ー

ン
対
象
エ
リ
ア
を
段
階
的
に
整
備
。引

き
続
き
、世
界
に
誇
る
魅
力
的
な
ク

ル
ー
ズ
拠
点
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

る
。⑵
八
代
の
中
心
部
で
、く
ま
モ
ン
の

愛
ら
し
い
姿
で
の
お
も
て
な
し
の
形
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
魅
力
を
生
み
出
す
も

の
。八
代
市
の
取
り
組
み
を
、後
押
し
し

て
い
く
。く
ま
モ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

八
代
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

地
元
と
一
緒
に
な
り
、そ
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

4
．八
代
・
天
草
架
橋
建
設
構
想
の
推
進

に
つ
い
て

【
質
問
】　
本
構
想
に
つ
い
て
、県
は
3
県

架
橋
と
の
調
整
、費
用
効
果
の
観
点
か

ら
、事
業
は
困
難
と
返
答
す
る
が
、さ
ま

ざ
ま
な
要
因
、環
境
が
以
前
の
調
査
時

と
大
き
く
変
わ
り
、再
調
査
に
取
り
か

か
っ
て
ほ
し
い
。同
時
に
、国
に
対
し
、本

構
想
を
正
式
要
望
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
、知
事
の
見
解
を
求
め
る
。

【
答
弁（
知
事
）】　
架
橋
建
設
は
、夢
の

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
考
え
る
。推
進

に
際
し
て
は
、地
域
全
体
の
将
来
構
想
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
で
の
検
証
が
必
要
。

今
後
、八
代
・
天
草
架
橋
建
設
促
進
期

成
会
の
構
想
策
定
、取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
、国
に
対
し
、地
元
の
動
き
や

盛
り
上
が
り
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
ま

い
る
。

5
．有
明
海
・
八
代
海
再
生
に
向
け
て
の

県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑴
沿
岸
域
に
堆
積
し
て
い
る
ヘ
ド
ロ
対
策

⑵
水
産
資
源
の
回
復

⑶
八
代
海
湾
奥
部
の
浅
海
化
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】　
⑴
有
明
海
・
八
代
海
の
水
産

資
源
の
減
少
に
は
、土
砂
堆
積
に
よ
る
泥

化
、ヘ
ド
ロ
化
等
の
要
因
が
あ
る
。今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、環
境
生
活
部
長
に
。

⑵
有
明
海
、八
代
海
で
は
漁
獲
高
、漁
業

経
営
体
と
も
減
少
、漁
村
に
活
気
を
取

り
戻
す
た
め
、水
産
資
源
の
回
復
が
必

要
。今
後
取
り
組
み
を
、農
林
水
産
部
長

に
。⑶
八
代
海
湾
奥
部
の
浅
海
化
対
策

に
つ
い
て
、方
策
、取
り
組
み
、国
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
環
境
生
活
部
長
に

各
々
尋
ね
る
。

【
答
弁（
環
境
生
活
部
長
）】　
⑴
こ
れ
ま

で
底
質
改
善
対
策
、国
へ
泥
土
除
去
等

の
再
生
方
策
の
検
討
、実
施
を
強
く
求

め
て
き
た
。今
後
も
覆
砂
等
に
取
り
組

み
実
証
事
業
の
実
施
、抜
本
的
な
改
善

策
の
実
現
を
引
き
続
き
、国
に
働
き
か

け
て
ま
い
る
。⑶
こ
れ
ま
で
、、一
帯
の
海

岸
堤
防
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、国

に
対
し
、抜
本
的
な
対
策
を
求
め
て
い

る
。引
き
続
き
、調
査
や
効
果
的
な
対
策

を
求
め
、土
砂
堆
積
状
況
把
握
に
向
け

た
調
査
な
ど
を
進
め
て
ま
い
る
。

【
答
弁（
農
林
水
産
部
長
）】　
⑵
来
年

度
か
ら
、八
代
海
で
覆
砂
事
業
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
。種
苗
放
流
は
、放
流
技

術
の
改
良
、地
域
の
特
色
あ
る
魚
種
の

種
苗
生
産
、放
流
技
術
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
。ま
た
、資
源
管
理
に
つ

い
て
、資
源
管
理
計
画
の
策
定
を
指
導
、

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
る
。

平
成
30
年
3
月
定
例
県
議
会（一般
質
問）抜
粋

平
成
30
年
3
月
定
例
県
議
会（一般
質
問）抜
粋



数
々
の
要
望
活
動

数
々
の
要
望
活
動

議
長
と
し
て
様
々
な
行
事
に
対
応

議
長
と
し
て
様
々
な
行
事
に
対
応

大鞘川堤防崩壊する（4月16日）

10/30　県選出国会議員へ県の実状を訴える 5/29　小此木防災担当大臣に激甚指定の迅速化
を直訴

5/30　知事と共に県予算を木原財務副大臣へ
要望

6/4　財政基盤強化対策議長会会長として岸田
政調会長へ訴える

6/4　野田聖子総務大臣へ地方の財源充実を迫る11/19　各県の窮状を加藤総務会長へ直訴　　

11/6　鈴木スポーツ庁長官に国際スポーツ大会の
支援を要請

11/5　二階幹事長に地方の窮状を直訴 6/30　九州土地改良区会長として斉藤農林大臣
へ要望

5/8　オーストラリア大使へ畳表の効能を説明5/12　八代港新コンテナターミナル供用式典
園児と一緒にくす玉割

6/1　第46回高校総体で選手を激励

11/30　ルフィ像設置、復興に向けてやるぞ！！

7/2　知事と共に台湾陳秘書長を表敬訪問8/4　県手をつなぐ育成会で祝辞を述べる

8/15　県戦没者慰霊式で追悼の辞を述べる11/2　県保育協会の要望に丁寧に答える

5/2　くまもと障がい者スポーツ大会で祝辞を
述べる

全
国
議
長
会
地
方
自
治
委
員
会
副
委
員
長
、財
政
基
盤
強

化
対
策
議
長
会
会
長
、九
州
議
長
会
、全
国
・
県
の
土
地
改
良

団
体
の
役
員
と
し
て
、又
、蒲
島
知
事
と
一
緒
に
な
り
県
の
現

状
、地
方
の
窮
状
等
、数
々
の
要
望
・
要
請
を
行
い
ま
し
た
。



1/27　新春の集いで新年の抱負を述べる6/21　第87代県議会議長就任の祝い（熊本キャッスルホテル）蒲島知事より祝辞を賜る　　

8/17　4人の孫よりお祝いの花束を受ける 11/16　第4回後援会親睦グラウンドゴルフ大会 5/21　第3回後援会親睦ゲートボール大会

5/11　九州国際スリーデーマーチで記念植樹

6/3　氷川町消防ポンプ操法大会で団員を激励

4/24　北新地の農地防災事業の説明を受ける

7/14　広域交流センターさかもと館でテープカット10/28　第44回東陽しょうが祭り

11/24　第15回松中信彦三冠旗野球大会に
於いて特別賞を授与

6/3　第13回平家いずみお茶まつり

2/15　雨の中二見地区の現地視察を行う

5/27　第33回ふる郷愛鏡祭

現
在の主
な
役
職

現
在の主
な
役
職

・財政基盤強化対策県議会議長協議会会長
・全国議長会地方自治委員会副委員長
・イ業振興議員団顧問
・私学振興議員連盟代表幹事
・観光・物産振興議員連盟副会長
・土地改良議員連盟幹事長
・果樹農業振興議員連盟幹事長代理
・水産振興議員連盟幹事長

・八代天草架橋建設促進議員連盟副会長
・商工業振興議員連盟
・お茶問題研究会
・海上保安議員連盟幹事
・防衛議員連盟委員
・保育園議員連盟委員
・郵政懇話会委員
・武道・スポーツ議員連盟委員

・熊本県体育協会副会長
・熊本県緑化推進委員会会長
・熊本県防衛協会副会長
・全国大規模農業水利事業協議会副会長
・九州土地改良区連絡協議会会長
・熊本県土地改良事業団体連合会副会長
・八代平野北部土地改良区理事長
・八代市軟式野球連盟会長　　他

後
援
会
活
動一年
の
あ
ゆ
み

後
援
会
活
動一年
の
あ
ゆ
み

各
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

各
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加


